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衆
議
院
議
員
長
妻
昭
君
提
出
東
日
本
大
震
災
及
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原
発
事
故
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被
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に
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る
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に
対
す
る
答
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書

一
に
つ
い
て

平
成
二
十
五
年
十
月
十
一
日
に
「
被
災
者
生
活
支
援
等
施
策
の
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
」
（
以
下
「
基
本
方
針
」

と
い
う
。
）
を
閣
議
決
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
同
年
八
月
か
ら
同
年
九
月
に
か
け
て
基
本
方
針
の
案
に
係
る
意
見
公
募
手

続
を
実
施
し
た
上
で
、
同
月
に
住
民
向
け
の
説
明
会
を
合
計
二
回
開
催
し
て
お
り
、
さ
ら
に
、
平
成
二
十
四
年
九
月
以
降
合

計
五
十
八
回
の
原
子
力
災
害
の
被
災
者
を
支
援
す
る
民
間
団
体
が
開
催
す
る
会
合
等
へ
の
政
府
職
員
の
参
加
等
を
通
じ
て
頂

い
た
様
々
な
御
意
見
を
踏
ま
え
、
基
本
方
針
を
閣
議
決
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
当
該
住
民
向
け
の
説
明
会
に
つ
い
て
は
、
福
島
県
に
お
い
て
約
百
七
十
名
、
東
京
都
に
お
い
て
約
九
十
名
の
参
加

を
そ
れ
ぞ
れ
得
て
お
り
、
い
ず
れ
の
説
明
会
に
つ
い
て
も
議
事
概
要
を
作
成
し
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

基
本
方
針
に
基
づ
く
施
策
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
被
災
者
等
の
御
意
見
を
丁
寧
に
伺
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
お
り
、
今
後
と
も
、
被
災
者
を
支
援
す
る
民
間
団
体
や
自
治
体
等
と
も
協
力
し
な
が
ら
、
自
主
避
難
も
含
め
た
避
難
者
を

始
め
と
す
る
被
災
者
等
の
御
意
見
を
伺
い
つ
つ
、
必
要
に
応
じ
施
策
の
充
実
等
を
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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三
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
被
災
者
全
体
の
数
を
正
確
に
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、
復
興
庁
に
お
い
て
は
、
定
期
的
に
全
国
の
避
難

者
等
の
数
を
調
査
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
を
同
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
。

ま
た
、
他
の
市
町
村
に
避
難
し
て
い
る
住
民
に
対
し
て
は
、
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
る
災

害
に
対
処
す
る
た
め
の
避
難
住
民
に
係
る
事
務
処
理
の
特
例
及
び
住
所
移
転
者
に
係
る
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三

年
法
律
第
九
十
八
号
）
に
基
づ
き
、
医
療
・
福
祉
関
係
の
事
務
等
に
つ
い
て
適
切
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
っ
て
お
り
、

今
後
と
も
、
適
切
な
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

四
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
人
が
一
年
間
に
あ
び
る
こ
と
の
で
き
る
年
間
放
射
線
量
の
基
準
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か

で
な
い
が
、
我
が
国
の
法
令
に
お
い
て
、
一
般
公
衆
の
被
ば
く
線
量
限
度
の
規
制
は
設
け
ら
れ
て
い
な
い
。

五
に
つ
い
て

福
島
県
以
外
の
地
域
に
つ
い
て
は
、
岩
手
県
、
宮
城
県
、
茨
城
県
、
栃
木
県
及
び
群
馬
県
に
お
い
て
、
各
県
が
主
体
と
な

っ
て
開
催
さ
れ
た
有
識
者
会
議
等
に
お
い
て
、
被
ば
く
線
量
の
把
握
も
含
め
、
特
段
の
健
康
調
査
は
必
要
な
い
と
の
結
論
が

二



出
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
や
原
子
放
射
線
の
影
響
に
関
す
る
国
連
科
学
委
員
会
（
Ｕ
Ｎ
Ｓ
Ｃ
Ｅ

Ａ
Ｒ
）
に
お
い
て
も
、
が
ん
な
ど
の
健
康
影
響
の
増
加
が
認
め
ら
れ
る
見
込
み
は
な
い
と
評
価
さ
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
い

る
。し

た
が
っ
て
、
政
府
と
し
て
は
、
当
面
は
、
福
島
県
が
実
施
し
て
い
る
県
民
健
康
管
理
調
査
を
着
実
に
実
施
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
が
、
そ
の
上
で
、
基
本
方
針
を
踏
ま
え
「
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
伴
う
住
民

の
健
康
管
理
の
あ
り
方
に
関
す
る
専
門
家
会
議
」
を
開
催
し
、
東
京
電
力
株
式
会
社
の
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
後

の
健
康
管
理
の
現
状
や
課
題
を
把
握
し
、
今
後
の
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
住
民
の
健
康
調
査
は
、
医
学
的
な
知
見
に
基
づ
き
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
医
学
及
び
放
射

線
の
専
門
家
以
外
の
者
を
同
会
議
の
委
員
と
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

三


